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1. はじめに 

養豚廃水には高濃度の窒素が含まれており，処理水を放流する際は水質汚濁防止法における

アンモニア，アンモニウム化合物，亜硝酸化合物及び硝酸化合物（硝酸性窒素等； アンモニア態

窒素 × 0.4 + 亜硝酸態窒素 + 硝酸態窒素）の排水基準を満たす必要がある。この排水基準に

ついて，畜産農業では 2019 年７月から暫定基準値が 600mg/L から 500 ㎎/L に引き下げられて

おり，今後も暫定基準は一般排水基準 100mg/L に向けてさらに厳しくなることが予想される（図 1）。

そのため，一般排水基準にも対応できる簡易で低コストな窒素除去技術の早急な開発が求められ

ている。 

図 1 水質汚濁防止法による畜産農業にかかる排水規制値の推移 

 

畜産廃水の処理方法には,一日に処理する廃水の全量を一括で処理槽に投入する回分式活性

汚泥法（以下回分式）と，養豚廃水を連続的に処理施設に投入し続ける連続式活性汚泥法（以下

連続式）が存在するが, 回分式は曝気を止める際，無酸素状態になるため，嫌気反応である脱窒

反応が起きやすくなる。そのため，回分式は窒素除去が連続式と比較して起こりやすい処理方法

であると考えられている１）。また，連続式でも，一定間隔で曝気のオンオフを行う，間欠曝気を行っ

ている処理施設は, 回分式と同様の理由から窒素除去が起こりやすいとされている。以上のことか

ら，24 時間連続曝気を行っている連続式活性汚泥処理施設の窒素除去が最も困難であり，対策

が必要であると言える。 

これについて，連続曝気を行っている連続式において，曝気槽の溶存酸素濃度を低溶存酸素

条件に制御することにより, 窒素を効率的に除去できることが, ラボスケールの装置および，活性

汚泥モデルを用いた解析により示されている 2）。対して，多くの畜産農家では, 曝気槽の溶存酸

素濃度管理がなされておらず，ランニングコストの大半を占める曝気用ブロアを過剰に運転し, 不

必要に処理費用をかけている。加えて,従来から溶存酸素濃度の測定には隔膜式の溶存酸素濃

度計が用いられてきたが，これは，定期的な隔膜，内部液の交換，校正が必要であり長期的な測

定には適していなかった。しかし，近年開発された蛍光式溶存酸素濃度計は, これらのメンテナン 
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